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ルイ著　バルビエ画

　　ビリティスの唄

　詩篇『ビリティスの唄』はその序文において、およそ24世紀もの昔に葬られた一人の遊び女

ビリティスの墓の内壁に、彼女自身によってギリシャ語で記されていたもので、G．ハイムな

る人物によって近年発見されたと紹介されている。しかし、実際にはそれは1894年に、詩人P．

ルイ（1870－1925）がアラビア系の美貌の娼婦をモデルに創作、発表したものである。したが

ってビリティスは実在ではなく、詩人が生み出した架空の女性であり、発表当時はそのいかに

も女性の手によるかのごとき表現や、もっともらしい序文の語り口、第4章として構成された

同作品の書誌などのために、彼の虚構を真実と受け取る人も少なくなかったと言われる。

　序文に続く詩篇は3章からなり、パンフィリー（現在のトルコの南西部の地中海側に位置す

る）、レスボス島、キプロス島を舞台に、ビリティスの思春期の恋の目覚めから、成熟期を経

て死にいたるまでの同性愛と異性愛の遍歴が物語られているが、とりわけその前者における繊

細で甘美な情感が、彼女の生身の身体まで彷彿とさせるかのごとき心の内側の密やかな動きま

で表した詩文によって、牧歌的に、あるいは官能的に、そして叙情豊かに唄われている。また

そこに感じ取れる異教世界や古代の描写は、新鮮なエキゾティシズムと夢幻のようなエロティ

シズムを漂わせている。発表以来その人気は高く、根強かったが、我が国でもすでに数種類の

抄訳、及び美しい挿画入り完訳書が出版されてい

る。

　さて標題の書は、この詩篇に木版とポショワー

ルによる13枚のプレートと30点の挿画をそえて、

すべてジャポン紙に刷ったカイエ形式の、本とい

うよりは、美術品のような書物である。プレート

と挿画の原画はジョルジュ・バルビエ、版刻は

F．Lシュミッド（Schmied，　F．L），刷りはピ

エール・ブーシェ（Bouchet，　Pierre）による。ま

た麻布を貼った帳にはグログランのリボンの栞が

添えられ、それには直径4．6cmのメダルが付い

ている。その彫金の作者はアルペール・ポンミエ

ール（Pommmier，Albert）と記されている。125

部の限定出版であり、本学図書館所蔵のものはそ

の110番に当る。
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　バルビエについては、本学『図書館欧文文献目録al、『西洋服飾ブック・コレクション』、ま

た『図書館だより』の稀観本の欄などですでに幾度も紹介されている。しかしこれらにとり挙

げられた作品が大なり小なりモードに関わっているのに対して、本書は現実のモードとは殆ど

関わりがない。もっともベネツィの辞典では彼の作品の筆頭には文学作品の装飾画を掲げてお

り、モード誌類についてはむしろ付随的に扱っている。

『ビリティスの唄』は勿論その前者に属し、中でも代表作とされているものの一つである。彼

のこの種の作品群では、たとえば20世紀フランスのシュール・レアリズムの詩人アンリ・ド・

レニエの『逃避』（L’Escapade．1931）におけるような、ロココ・スタイルの服装の人物が多

く見受けられるのだが、本書に描かれた人物は大概裸体、もしくはそれに近い、ちっぽけなギ

リシャ風ドレーパリーを纏っているだけである。しかし彼一流の流麗な線で表わされた男女の

肢体は官能的で優雅な魅力を湛え、抑えた色調と溢れるように豊かなギリシャ風の装飾は、こ

の期のモードをも含む装飾画の粋を示しているといえよう。そして同時にこの作品を通して、

アール・デコ様式に内在する古典主義的側面も感じ取ることができる。

　図は第2章「ミティーレーネの哀歌」の中の詩「めぐり会い」　　　　　　　　　（能澤）
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